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協議会および医学関連ホームページ
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はじ め に

インターネ ットの活用を身近に触れるため

に、ＨＴＭＬで 資料（ｈｔｔｐ：／／ｗｅｂ．ｋｙｏｔｏ－ｉｎｅｔ．ｏｒ．

ｊｐ／ｐｅｏｐｌｅ／ｃｏｄａｎａｃａ／ｓｅｍｉｎａｒ．ｈｔｍｌ）を作成し、

当日は以下の ホームページをインターネット

上で実際に閲覧しながら、それぞれの内容や

特徴を紹介した。

２。近畿病院図書室協議会ホームページ

近畿病院図書室協議会ホーム：ペ ージ（ｈｔｔｐ：

／／ｖｉ’ｘｖｉ．ｈｏｓｐｌｉｂ．ｏｒｇ）は、１９９６年１０月末にＷｏｒｄ

－Ｗｉｄｅ Ｗｅｂ（ＷＷＷ）上に設けた。今年に入り一日

約１２０件、月 に約４，０００件のアクセス件数を数

え好評を得た。その内容は、協議会の活動紹

介と図書館員への便利な リン。ク集の６部で構

成されている。尚、当ホームページは個人の

サーバースペ ースから、１９９７年秋に独自のド

メインを取得し、レンタルサーバーに移転し

た。

１）ＷｈａｔｉｓａＨｏｓｐｉｔａｌＬｉｂｒａｒｙ？： 病院図

書館とは何か、どして現在の病院図書室の

現状とデジタル情報時代における課題を紹

介。

２）ＩｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎｔｏｔｈｅＫｉｎｋｉ Ｈｏｓｐｉｔａｌ

ＬｉｂｒａｒｙＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ：近畿病院図書室協議

会の組織、活動、会員、歴史、阪神大震災

の報告などを紹介。

こだ なか て つ や： 国立 京 都病 院

３）ＣｏｎｔｅｎｔｓｏｆＪｏｕｒｎａｌ ”ＨｏｓｐｉｔａｌＬｉｂ－
・ タタｒ ａ ｒ ｉ ｅ ｓ １９９５年以 降の会誌「病院図書室」

の目次を紹介。

４）ＴｒａｉｎｉｎｇＣｏｕｒｓｅｓｆｏｒＨｏｓｐｉｔａｌＬｉｂ－

ｒａｒｉａｎｓ：１９９５年以降の研修会のテーマと

プログラムを紹介。

５）ＨｏｔＬｉｎｋｓｆｏｒ Ｍｅｄｉｃａｌ ＆ＨｏｓｐｉｔａｌＬｉ－

ｂｒａｒｉａｎｓ： オンラインジャーナルを中心に

医学・病院図書館員のために役立つと思わ

れる関連サイト集。

６）ＭＥＤＬＩＮＥＲｅｔｒｉｅｖａｌＳｅａｒｃｈ： 今年 ６月か

らＦｒｅｅになったＮＬＭの Ｇｒａｔｅｆｕｌ Ｍｅｄをはじ

め病院図書室には最も興味深いＦｒｅｅＭＥＤ－

ＬＩＮＥの検索サイト集。

３

医学医療関連サイト

次に、医学・医療関連ホームページのうち、

代表的なサイトの特徴や、業務に役立つ情報

リソースの例をたどっ＼た。

●網 羅 的な 入門用 サイ トの ２例 ： カテ ゴリ ー

別のＹＡＨ００！ －Ｈｅａｌｔｈ － Ｍｅｄｉｃｉｎｅ（ｈｔｔｐ：／／ｗ

ｗｗ．ｙａｈｏ０．ｃｏｍ／Ｈｅａｌｔｈ／Ｍｅｄｉｃｉｎｅ／）、 アル フ ァ

ペテ ィ カル ・ リス トのｗｗｗＶｉｒｔｕａｌ Ｌｉｂｒａｒｙ－

Ｂｉｏｓｃｉｅｎｃｅｓ － Ｍｅｄｉｃｉｎｅ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．０ｈｓｕ．

ｅｄｕ／ｃｌｉｎｉｗｅｂ／ｗｗｗｖｌ／ａｌｌ．ｈｔｍｌ）。 前 者 は図 書

館の 分 類 カー ド、後 者 は アルフ ァペ テ ィカル

・ カ ードに 例え ら れる。

●医 学図 書 館員 と情 報専 門家 が提 供 する サ イ

ト例 ：Ｈｅａｌｔｈ Ｗｅｂ（ｈｔｔｐ：／／ｈｅａｌｔｈｗｅｂ．ｏｒｇ／ｉｎ

ｄｅｘ．ｈｔｍｌ）を あげ 、 図書 館員 の イ ンタ ーネ ッ
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トでの情報への関わりを知る。

●学会の情報提供例：米国内科学会のＡＣＰＯｎ

ｌｉｎｅ：Ｔｈｅ ＷｅｂＳｉｔｅｆｏｒＩｎｔｅｒｎａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ

（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｃｐｏｎｌｉｎｅ．０ｒｇ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ）で、

学会の充実した情報提供を見る。

●Ｆｒｅｅ ＭＥＤＬＩＮＥ の文献検索： ＤｒＦｅｌｉｘ’ｓ

Ｆｒｅｅ ＭＥＤＬＩＮＥＰａｇｅ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｄｏｃｎｅｔ．ｏｒｇ．

ｕｋ／ｄｒｆｅｌｉｘ／）を 参照し、各検索サイトの内容

や特色の一覧表でＦｒｅｅ ＭＥＤＬＩＮＥを一望。

また、次に示す医学および病院図書館の

ホームページを巡り、先進的な海外の図書館

サービスを探ってみた。 ｌ

●アメリカ国立医学図書館： ＮａｔｉｏｎａｌＬｉ－

ｂｒａｒｙｏｆ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ［ＮＬＭ］（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｌｍ．

ｎｉｈ．ｇｏｖ／）

●アメリカ東部の２例：イェ ール大学医学図

書館 Ｈａｒｖｅｙ Ｃｕｓｈｉｎｇ／ＪｏｈｎＨａｙ Ｗｈｉｔｎｅｙ

ＭｅｄｉｃａｌＬｉｂｒａｒｙ［Ｙａｌｅ ＭｅｄｉｃａｌＬｉｂｒａｒｙ］

（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｅｄ．ｙａｌｅ．ｅｄｕ／１ｉｂｒａｒｙ／）、マサ

チューセッツ総合病院図書館 Ｍａｓｓａｃｈｕｓｅｔｔｓ

Ｇｅｎｅｒａｌ Ｈｏｓｐｉｔａｌ Ｔｒｅａｄｗｅ１１Ｌｉｂｒａｒｙ（ｈｔｔｐ：

／／ｗｗｗ．ｍｇｈ．ｈａｒｖａｒｄ．ｅｄｕ／ｌｉｂｒａｒｙ／ｌｉｂｒａｒｙ，ｈｔ

ｍ）

●アメリカ西海岸の２例：カリフ ォルニア州

立大学 サンフランシスコ校図書館 ＧＡＬＥＮＩＴ

［ＴｈｅＵＣＳＦＤｉｇｉｔａｌ Ｌｉｂｒａｒｙ］（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．

ｌｉｂｒａｒｙ，ｕｃｓｆ．ｅｄｕ／）、 スタンフォード大学

医学図書館 Ｌａｎｅ ＭｅｄｉｃａｌＬｉｂｒａｒｙ［Ｓｔａｎｆｏｒｄ

ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙＭｅｄｉｃａｌ Ｃｅｎｔｅｒ］－（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ－ｍ

ｅｄ．Ｓｔａｎｆｏｒｄ．ｅｄｕ／ｌａｎｅ／）

●ヨーロッパの医学図書館：カロ リンスカ研

究所図書館 ＬｉｂｒａｒｙｏｆｔｈｅＫａｒｏｌｉｎｓｋａ

Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｉｂ．ｋｉ．ｓｅ／）

●病院図書室の１例：ブリストル病 院 Ｂｒｉｓｔ

ｏｌ Ｈｏｓｐｉｔａｌ －ＨｅａｌｔｈＳｃｉｅｎｃｅＬｉｂｒａｒｙ（ｈｔｔ

ｐ：／／ｗｗｗ．ｂｒｉｓｔｏｌｈｏｓｐｉｔａｌ．０ｒｇ／ｌｉｂｒａｒｙ，ｈｔｍｌ）

これらの図書館のうち、ページのレイアウ

トを大胆に変更したＮＬＭは、内容の豊かさ、

最新のＭＥＤＬＩＮＥ情報など日本の医学関係図書
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館員にも避けて通れないサイトである。

各医学図書館では図書館の配置や開館時間、

スタッフなどの紹介は当然として、蔵書の検

索やオンラインジャーナルの一覧表、ＭＥＤ－

ＬＩＮＥをはじめとする各種データベースの利用

が Ｗｅｂ上で提供されている。更に、文献の中

込や貸出し図書の予約、電子辞書類など参考

資料の閲覧などもインタラクティブに提供さ

れている。つまり、図書館へ足を運ばなくて

も多くの図書館サービスを自宅や各部門で受

けることができる。この他興味深いのは、ど

の図書館でも医学関連の各種データベースの

検索法や ＥｎｄＮｏｔｅの使い方、あるいはブラウ

ザの使い方からＨＴＭＬの書き方までインター

ネットの基本などを教える教室が設けられて

いる。＝また、図書館サごビスと直接の関係は

ないが、各ホームページはそれぞれシンプル

でスマートに構成されながらも、レイアウト

に個性を出しているのが印象深い。

４ おわ り に

最後に、アメリカの病院図書室の１例を見

たが、規模やサービスはおおむね日本の病院

図書室と同様の状況であるように感じられた。

しかしし研究支援や地域へのサービスあるい

はきめ細かな内容を盛り込んだホームページ

の公開など広報活動では学ぶ点が多くあった。

私たち日本の病院図書室もインターネットで

の情報入手はもとより、情報の発信について

も今後は積極的に取り組む必要があると思わ

れる。




